
慶聞館 1階　K101教室会   場

根無 一行
大谷大学文学部哲学科講師

登壇者

大谷大学長

木越 康

申込締切 ７/31（金）

受 講
料 無料（要事前申込※右記フォームより）

2026

学
び
の
交
差
点

－

寄
り
そ
う
知
性−

第
１
回
　
哲
学
分
野

申込フォーム

大
⾕
⼤
学�

⽣
涯
学
習
特
別
連
続
講
座

《お問い合わせ》 大谷大学
教育研究支援課
　〒603-8143　京都市北区小山上総町　直通電話：075-411-8161
　受付時間：月～金曜日 9：00～11：30/
12：30～17：00
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本講座では、登壇者・ゲストスピーカーによる講演ののち、木越 康大谷
大学長×ゲストスピーカー×登壇者によるトークセッションを行います。

 今“考えること”の世界では、AIの台頭が大きな影響を与え
ています。AIは提示された問い に関連する“知”をもとに、
最適であると考えられる答えを提示します。私たち人間は
提示された情報を受け止め続けると、やがて“考えること”
をやめるのでしょうか。“考えること”を放棄
する世界は、
私たちにどのような未来を拓き、また何を奪うのでしょう
か。大谷大学の人文社会科学の知性を結集し、改めて人間
が「考えること」の意義を問い直します。
はじまりは哲学から……。

哲学者／大阪大学名誉教授／
元大谷大学教授

鷲田 清一
GUEST SPEAKER

氏
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京都市営地下鉄
烏丸線「北大路」駅
6番出口から徒歩0分

「哲学」と聞いたら「人生観」「世界観」のことだと考えたり、あるいは
「人生哲学」とか「経営哲学」などをイメージし、そういうものは「人そ
れぞれ」だと思うかもしれません。しかし、学問としての哲学はそういう
ものとはほぼ関係がありません。確かに、扱うテーマは「私とは何か」と
か「存在とは何か」などといった「答えがなさそう」なものかもしれませ
ん。しかし、学問が「本当の知」をめざすものである以上、数学や物理学
が「人それぞれ」でないのと同様に、哲学もまたその知を獲得しようとす
るきわめて「論理的な営み」です。今回はそんな「哲学」の語源にさかの
ぼり、哲学とは何かを考えていきましょう。哲学とは単に大学で学ぶだけ
のものではなく生き方の問題であり、その点で社会人としてむしろ学んで
いかなければならないものであると私は思っています。

登壇者　根無　一行講題：哲学とは何か
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